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§１．研究開発実施体制  
 

① 研究開発代表者：加藤 隆史 （大阪大学大学院歯学研究科，教授） 

② 研究項目 １） 口腔機能と定型発達に関する疫学研究 

２） 咀嚼機能発達検査体制の構築 

３） 咀嚼機能の発達の基礎実験 

 

１） 口腔機能と定型発達に関する疫学研究（大阪大学） 

〈研究開発項目１〉小学生低学年の横断的/コホート研究 

① 主たる共同研究者：山城 隆（大阪大学大学院歯学研究科，教授）、黒坂 寛（同，講師）  

② 研究項目 ・小学生における口腔機能・発達に関する研究 

・小学生児童を対象とした疫学研究のデータ解析とプロトコール改善 

 

〈研究開発項目２〉幼稚園児童の横断的/コホート研究 

① 主たる共同研究者：仲野 和彦（大阪大学大学院歯学研究科，教授）、大継 将寿（同，助

教） 

② 研究項目 ・幼稚園児における口腔機能・発達に関する研究 

・幼稚園児童を対象とした疫学研究のデータ解析とプロトコール改善 

 

〈研究開発項目３〉乳幼児健診データの後ろ向き研究 

① 主たる共同研究者：仲野 和彦、大継 将寿（同，助教） 

② 研究項目 ・乳幼児における口腔機能・発達に関する研究 

・自治体健診データの解析体制の構築 

 

２） 咀嚼機能発達検査体制の構築（大阪大学） 

〈研究開発項目４〉咀嚼機能発達検査体制の構築 

① 主たる共同研究者：仲野 和彦、大継 将寿、谷池 雅子（大阪大学大学院連合小児発達

学研究科，教授）、橘 雅弥（同，特任准教授）、毛利 育子（同，准教授）、下野 久里子

（同，准教授）、谷川 千尋（大阪大学大学院歯学研究科，講師） 

② 研究項目 ・幼児における口腔機能・発達の検査体制構築 

・口腔機能検査プロトコールの立案・準備 

 

３） 咀嚼機能の発達の基礎実験（大阪大学） 

〈研究開発項目５〉咀嚼機能の発達を追跡する基礎実験系 

① 主たる共同研究者：豊田 博紀（大阪大学大学院歯学研究科，准教授） 

② 研究項目 ・咀嚼機能の発達の in vivo基礎実験 

・幼若動物における咀嚼機能記録実験 
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§２．研究開発成果の概要  

 

近年は，「食べる能力」の低下を疑う子どもが増加しているとされ，その問題への社会的関心は

高い．本探索研究開発では，咀嚼をはじめとする口腔機能が，小児の健康な発達に寄与するアウ

トカム・指標の抽出し，定量的評価法や標準指標の確立に向けた研究体制の構築を目的とした．

2021年度は，①口腔機能・顔面形態・発達・睡眠のデータ収集をする疫学研究の実施，②口腔機

能と発達，睡眠のデータバンク構築のための検査体制のトライアル，さらに③動物実験系において

吸啜・咀嚼動態の経日的変化の解析，を目的とした． 

① 幼稚園児では、最大舌圧が増齢とともに顕著に増加するが，不正咬合児では最大舌圧程度

が低いこと，口唇閉鎖不全が不正咬合と強い関連をもつことが明らかとなった．さらに，閉塞性睡

眠時無呼吸症候群の関連因子を有する小児の 43.8％で日中の口唇閉鎖不全を認め，問題行動

に関する因子と、咀嚼機能や、睡眠習慣に関連する因子に有意な相関を認めた。1歳 6か月児・3

歳 6 か月児では，就寝時間が 22 時以降の子どもが約 20～30%存在し，睡眠習慣がう蝕のリスク

因子である可能性が明らかとなった．引き続いて，発達に関する因子との関連について解析を進

めている．②2020 年度に立案した口腔機能検査体制のトライアルを実施し，スタッフのトレーニン

グを進めながら検査プロトコールを完成させ，各種口腔機能検査・顎顔面形態検査に加えて，口

腔機能・睡眠・発達に関する問診票データを収集した．各検査の基準値および検査法の妥当性を

再評価した上で、データの視覚化，顎顔面形態と機能データの関連解析などの方法を検討した．

③動物を用いた実験では，摂食運動様式が授乳期のサックリングと離乳後の咀嚼やリッキングで

は異なっており、さらに離乳後において，咀嚼動態が成長とともに変化することが明らかとなった。 
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